
40
年
ほ
ど
前
に
、
あ
る
英
国
人
技
術
者
か
ら
「
日

本
で
見
る
鉄
製
品
は
塗
装
品
質
の
ば
ら
つ
き
が
大
き

い
」
と
言
わ
れ
た
。
大
型
建
造
物
や
産
業
用
製
品
は
、

保
守
が
行
き
届
い
て
美
し
い
。
し
か
し
、
民
家
や
集

合
住
宅
、
公
園
の
柵
、
道
路
照
明
の
柱
、
道
路
標
識

な
ど
は
錆
が
目
立
ち
、
塗
装
も
傷
ん
で
い
る
。
個
人

用
の
も
の
へ
の
塗
装
は
、
品
質
を
考
え
ず
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
と
言
う
の
で
あ
る
。

１
５
０
年
前
に
、
同
じ
疑
問
を
持
っ
た
英
国
人
が

い
た
。
１
８
５
９
年
（
安
政
６
年
）
に
着
任
し
た
イ

ギ
リ
ス
の
初
代
駐
日
公
使
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル

コ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
は
外
交
官
に
な
る
ま
で
外
科
医

で
あ
り
、
当
時
の
英
国
人
医
師
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
技
術
全
般
に
た
い
す
る
知
識
と
好
奇
心
を
持

っ
て
い
た
。
彼
は
、
日
本
滞
在
を
記
し
た
大
著
『
大

君
の
都
』
に
、「
日
本
は
英
国
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
蒸

気
船
の
塗
装
を
は
ぎ
取
っ
て
、
直
射
日
光
で
生
地
が

傷
む
に
任
せ
て
い
る
」、「（
英
国
海
軍
は
）
塗
料
を

豊
富
に
ぬ
る
べ
き
だ
と
い
う
ひ
と
つ
の
確
固
た
る
信

念
を
い
だ
い
て
い
る
」、「（
日
本
で
は
）
木
材
と
労

賃
が
と
も
に
安
い
か
ら
、
な
が
も
ち
さ
せ
る
た
め
に

な
ん
ど
も
塗
料
を
ぬ
る
よ
り
も
新
し
い
舟
を
つ
く
っ

た
方
が
安
く
つ
く
」（
岩
波
文
庫
・
山
口
光
朔
訳
）

と
書
い
て
い
る
。
英
国
人
技
術
者
は
１
０
０
年
た
っ

て
も
、
同
じ
視
点
を
持
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

７
つ
の
海
を
支
配
す
る
た
め
の
船
を
造
り
、
国
内

で
は
産
業
革
命
を
支
え
る
鉄
道
橋
を
建
設
し
た
彼
ら

に
は
、
腐
食
対
策
と
し
て
の
塗
装
は
大
き
な
命
題
で

あ
っ
た
。
冒
頭
に
記
し
た
英
国
人
技
術
者
は
、
英
国

を
代
表
す
る
橋
梁
の
設
計
・
施
工
に
携
わ
っ
て
い

た
。
橋
梁
は
簡
単
に
建
て
替
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
上
質
な
材
料
を
使
用
し
、
そ
の
上
に
上
質

な
塗
装
を
行
い
、
定
期
的
に
塗
装
を
繰
り
返
す
の
が

彼
ら
の
常
識
で
あ
る
。
高
価
な
製
品
は
、
保
守
に
よ

り
永
久
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

英
国
に
は
塗
装
工
事
に
つ
い
て
の
格
言
が
あ
る
。

１
８
９
０
年
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
北
方
の
フ
ォ
ー
ス
湾
に

英
国
最
初
の
鉄
鋼
橋
と
し
て
架
け
ら
れ
た
全
長
２
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
フ
ォ
ー
ス
鉄
道
橋
が
あ
る
。
今
も

現
役
で
あ
る
が
、「
フ
ォ
ー
ス
橋
塗
装
の
よ
う
に
」

と
い
う
神
話
の
持
ち
主
で
あ
る
。
こ
の
橋
の
再
塗
装

工
事
は
長
期
間
か
か
る
の
で
、塗
装
が
完
了
す
る
と
、

す
ぐ
に
次
回
の
塗
装
作
業
を
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
、「
決
し
て
終
わ
る
こ
と
の
な
い
仕
事
」
と
し
て

使
わ
れ
る
。

私
は
、英
国
向
け
の
製
品
造
り
に
携
わ
っ
た
際
に
、

塗
装
に
つ
い
て
の
英
国
人
の
こ
だ
わ
り
を
学
ん
だ
。

溶
接
と
再
塗
装
の
容
易
な
設
計
を
行
う
の
が
重
要
な

条
件
で
あ
る
。複
雑
な
形
を
し
た
溶
接
構
造
物
で
は
、

溶
接
作
業
の
時
に
鋼
材
に
付
着
し
た
微
粒
子
（
ス
パ

ッ
タ
）
を
完
全
に
取
り
除
く
の
が
難
し
く
、
ス
パ
ッ

タ
が
残
る
と
そ
こ
が
錆
の
温
床
に
な
る
。
英
国
人
検
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英
国
人
技
術
者
は
１
０
０
年
た
っ
て
も

同
じ
視
点
を
持
っ
て
い
る

再
塗
装
を
前
提
に
設
計
す
る

英
国
人
の
こ
だ
わ
り



査
官
は
、
構
造
物
を
隅
か
ら
隅
ま
で
見
て
回
り
、
残

っ
た
ス
パ
ッ
タ
を
探
し
出
し
た
。
高
温
で
溶
け
た
亜

鉛
の
中
に
つ
け
て
、
亜
鉛
を
付
着
さ
せ
る
溶
融
亜
鉛

メ
ッ
キ
を
行
っ
た
鋼
材
の
場
合
に
は
、
メ
ッ
キ
の
際

に
付
着
す
る
不
要
物
（
ス
ラ
グ
）
が
残
っ
て
い
な
い

か
丁
寧
に
調
べ
た
。
プ
ラ
イ
マ
ー
（
下
塗
り
塗
料
）

は
、メ
ッ
キ
の
被
膜
に
穴
や
亀
裂
の
欠
陥
が
あ
れ
ば
、

色
が
変
わ
る
と
い
う
特
殊
な
製
品
だ
っ
た
。
プ
ラ
イ

マ
ー
で
変
色
し
た
部
分
は
徹
底
的
に
修
理
さ
せ
ら
れ

た
。
中
塗
り
塗
装
の
色
は
最
終
塗
装
の
色
と
異
な
っ

て
い
た
。
決
し
て
塗
り
忘
れ
を
し
な
い
た
め
の
策
で

あ
る
。
現
地
で
の
仕
上
げ
塗
装
で
は
、
複
数
の
検
査

官
が
「
せ
み
」
の
よ
う
に
構
造
物
に
取
り
つ
い
て
、

飽
く
こ
と
な
く
塗
装
面
の
仕
上
が
り
状
態
を
調
べ
て

い
た
。

フ
ォ
ー
ス
鉄
道
橋
は
現
在
も
塗
装
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
回
は
、
新
し
い
塗
料
が
使
わ
れ
、
少
な

く
と
も
25
年
、
う
ま
く
行
け
ば
40
年
間
塗
装
を
行
わ

な
く
て
も
良
い
と
い
う
。
辞
書
か
ら
「
フ
ォ
ー
ス
橋

塗
装
」
が
消
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
で
も
１
０

０
歳
を
超
す
現
役
の
鉄
橋
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
日
本

橋
梁
建
設
協
会
の
『
虹
橋
』
誌
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
中

央
本
線
の
多
摩
川
橋
梁
は
１
８
８
９
年
架
橋
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
大
阪
と
新
大
阪
間
の
上
り
線
に
あ
る
上
淀

川
橋
梁
は
１
９
０
０
年
竣
工
で
あ
る
。
定
期
的
な
診

断
と
補
修
・
塗
装
に
よ
り
幹
線
輸
送
の
大
役
を
果
た

徴
で
あ
っ
た
。
米
国
の
作
家
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
シ
ャ
ム

が
、
住
宅
の
塗
装
が
で
き
な
い
貧
し
い
綿
業
農
家
を

主
題
と
し
た
作
品
「
ペ
イ
ン
テ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
」
を

書
い
て
い
る
。

腐
食
を
対
象
と
し
た
塗
装
は
、
英
国
の
産
業
革
命

か
ら
始
ま
り
、
高
価
な
製
品
の
品
質
を
長
期
間
維
持

す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
は

「
ペ
ン
キ
で
ご
ま
か
す
」
や
「
メ
ッ
キ
が
�
げ
る
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
。
粗
悪
な
塗
装
は
資
源
の
浪
費

に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
日
本
の
辞
書

か
ら
な
く
し
た
い
も
の
だ
。
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技術者からの視点

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
英
国
最
古
の
鉄
橋
は
、
１

７
８
１
年
に
使
用
を
開
始
し
た
鋳
鉄
製
の
「
ア
イ
ア

ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
で
、
英
国
の
構
造
技
術
者
が
必
ず
訪

れ
る
聖
地
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
も
歩
行
可
能
で
、

１
９
８
６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
た
。

最
近
は
、
塗
装
を
必
要
と
し
な
い
「
耐
候
性
鋼
」

を
使
っ
た
建
造
物
が
増
え
て
い
る
。
私
も
、
１
９
８

０
年
代
に
、
竣
工
直
後
の
建
物
を
横
須
賀
ま
で
見
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
鋼
の
表
面
に
、
安
定
し
た
錆

の
被
膜
を
設
け
て
い
る
の
で
、
赤
錆
び
と
間
違
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
橋
梁
に
も
使
わ
れ
、
海
岸
か
ら

離
れ
た
塩
害
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
１
０
０
年
間

塗
装
が
不
要
だ
そ
う
だ
。
海
岸
地
方
で
も
、
特
殊
な

塗
装
を
行
え
ば
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
再
塗
装
作
業

が
不
要
に
な
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
）
の
低
減
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
日
本
の
産
業
用
製
品
と
民
生
品
の
間
に

あ
る
塗
装
の
品
質
格
差
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。
い
ま
だ

に
、
住
宅
街
の
随
所
に
錆
び
た
部
材
、
腐
食
に
よ
っ

て
内
部
を
み
せ
た
柱
、
補
修
用
ペ
ン
キ
の
下
か
ら
浮

か
び
出
た
赤
錆
を
見
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
目
を
ま
ぎ

ら
か
す
「
ペ
ン
キ
塗
り
」
の
結
果
で
あ
る
。
元
来
、

塗
装
は
見
栄
え
を
良
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、
奈
良

の
古
寺
も
竣
工
時
に
は
美
し
く
塗
ら
れ
て
い
た
は
ず

だ
。
当
時
、
塗
料
は
高
価
な
も
の
で
あ
り
、
富
の
象

品
質
格
差
が
残
っ
た
ま
ま
の

日
本
の
塗
装
工
事

日
本
に
も
あ
る

１
０
０
歳
を
超
す
現
役
の
鉄
橋

Ｐ
33
の
解
答

■
詰
め
将
棋

２
五
飛
　
同
桂
　
２
三
角
成

同
玉
　
２
一
飛
成

３

三
玉
　
２
四
竜
　
同
玉
　
３
四
銀
成
ま
で
、
九
手
詰
。

「
解
説
」

大
局
と
小
局
を
含
む
問
題
で
す
。
２
五
飛
は
、
玉
の
上

部
脱
出
を
阻
止
す
る
一
着
。
２
一
飛
成
に
、
２
二
合
駒
は

３
四
銀
成

ま
で
。
２
四
竜
で
、
３
四
銀
成

は
、
４
二
玉
、

４
三
成
銀
、
５
一
玉
、
４
一
竜
、
６
二
玉
以
下
、
不
詰
。

■
詰
め
碁

「
正
解
」

黒
１
の
オ
キ
が
コ
ウ

を
さ
け
る
好
手
で
、
白

２
の
抵
抗
に
は
黒
３
の

切
り
か
ら
７
の
ア
テ
で

右
側
の
白
を
取
っ
て
全

体
ア
ウ
ト
。
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